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２
学
期
が
始
ま
り
、
早
く
も
１
ヶ
月
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
清
水

中
学
校
・
清
水
高
校
で
は
体
育
祭
が
行
わ

れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
元
気
な
生
徒
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

さ
て
、
清
水
中
学
校
と
清
水
高
校
は
、

今
年
度
よ
り
連
携
型
中
高

一
貫
教
育
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
７
月
末
に
は
、
中
高

一
貫
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
づ

く
り
や
実
施
計
画
、
予
算
等
の
審
議
を
行

い
、
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
を
き
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

目
的
・
活
動
計
画
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。
「学
力
向
上
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
「防

災
教
育
」
「学
校
交
流
と
地
域
貢
献
」
を

取
組
み
の
柱
に
置
き
、
こ
れ
ら
実
践
を
通

し
て
、
中
高
の
６
年
間
で
、
確
か
な
学
力

と
豊
か
な
心
の
育
成
に
努
め
、
地
域
を
愛

し
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。 

        
交
流
交
流
交
流
交
流
授
業
授
業
授
業
授
業
のののの
実
施
実
施
実
施
実
施    

 

組
織
づ
く
り
に
先
駆
け
、
４
月
か
ら
中

高
交
流
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
学

校
３
年
生
の
数
学
と
英
語
の
授
業
に
、
ま

た
中
学
校
１
年
生
の
国
語
の
授
業
に
高

校
の
教
員
が
そ
れ

ぞ
れ
関
わ
り
、
さ

ら
に
、
高
校
の
美

術
の
授
業
で
は
中

学
校
教
員
が
関
わ

っ
て
い
ま
す
。 

        

高
校
高
校
高
校
高
校
か
ら
の

か
ら
の

か
ら
の

か
ら
の
おおおお
知知知知
ら
せ
ら
せ
ら
せ
ら
せ    

 

清
水
高
校
で
は
、
１０

月
７
日

（火
）

午
後
に
、
「「「「中
学
生

中
学
生

中
学
生

中
学
生
１１１１
日
体
験
入
学

日
体
験
入
学

日
体
験
入
学

日
体
験
入
学
」」」」
を

実
施
し
ま
す
。
学
校
紹
介
や
体
験
授
業
、

部
活
動
の
体
験
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
進
路
選
択
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。 

 

中
学
校

中
学
校

中
学
校

中
学
校
か
ら
の

か
ら
の

か
ら
の

か
ら
の
おおおお
知知知知
ら
せ
ら
せ
ら
せ
ら
せ    

 

清
水
中
学
校
で
は
、
１１

月
３
日(

月)

に
校
内
文
化
祭
を
行
い
ま
す
。 

午
前
は
、
弁
論
、
英
語
暗

唱
、
音
楽
部
発
表
、
午
後

は
、
合
唱
の
部
を
行
い
ま

す
。
会
場
内
に
は
、
各
学

年
で
取
り
組
ん
で
き
た

展
示
も
あ
り
ま
す
。
是
非

お
い
で
下
さ
い
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連携型中高一貫教育の目的 

６年間のゆとりの中で、計画的・継続的な教育を行うこ

とによって、生徒一人ひとりの個性や創造性を伸ばし豊か

な人間性を育み、特色ある教育課程の編成や教員及び生徒

の交流などの教育活動を推進することにより、地域・社会

に貢献できる人づくりを目指す。 

中高一貫教育活動計画（取組みの柱） 

１ 学力の向上と定着を図り、キャリア教育の推進を 

目指す事業 

① 中高交流授業の実施 

② 連携教材の作成 

③ キャリア教育の推進 

 

２ 南海地震や津波等の理解を深め、防災教育の推進を 

目指す事業 

① 中高合同防災学習の実施 

② 防災に関する提言づくり、啓発活動 

 

３ 部活動や学校交流の活性化を図り、 

地域に貢献することを目指す事業 

① 学校行事への参加 

② 生徒会・部活動の交流 

③ 地域交流の推進 

清水高等学校長の益永です。中高連携事

業がスタートしました。情報発信のひとつ

として、この「たより」を作成しました。

生徒、保護者、学校が情報を共有していき

たいと思います。新たな教育活動であり、

試行錯誤が続くかもしれませんが、生徒の

健全育成と進路実現そして地域に貢献で

きる人づくりを目指し、充実した取組みに

していきたいと思っています。 


